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定
し
た
「
都
市
型
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、

住
民
に
氾
濫
危
険
箇
所
な
ら
び
に
避
難
を
含
め
た
水
害

時
の
対
処
法
を
知
ら
せ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
都
市
部
で
の
水
難
事
故
発
生
危
険
箇
所
で

あ
る
地
下
空
間
へ
の
対
応
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

ハ
ー
ド
的
な
対
策
と
し
て
は
、
氾
濫
水
の
流
入
経
路
と

な
る
階
段
な
ど
の
地
下
へ
の
入
口
に
、
止
水
板
を
設
置

し
た
り
、
通
路
面
よ
り
も
高
く
し
た
段
差
（
ス
テ
ッ
プ
）

を
設
置
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
地
上
の
浸

水
深
が
こ
れ
ら
の
高
さ
ま
で
で
あ
れ
ば
流
入
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
超
え
た
浸
水
が
生

じ
た
と
し
て
も
、
浸
水
量
を
減
ら
し
、
か
つ
浸
水
を
遅

ら
せ
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。
ソ
フ
ト
的
な
対
策
と
し

て
は
、
地
下
へ
の
情
報
伝
達
と
避
難
シ
ス
テ
ム
の
整
備

が
重
要
で
あ
る
。
地
下
街
や
地
下
鉄
で
は
、
気
象
情
報

や
河
川
情
報
お
よ
び
地
上
で
の
状
況
が
一
元
的
に
地
下

に
も
伝
達
さ
れ
、
地
下
施
設
の
管
理
者
・
関
係
者
が
い

ち
早
く
対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
急
が
れ
る
。
ビ
ル
の
地
下
室
、
地
下
駐
車
場
は
、
床

面
積
が
小
さ
く
水
位
の
上
昇
が
速
い
の
で
、
浸
水
時
の

危
険
性
は
さ
ら
に
深
刻
で
あ
る
。
複
数
の
避
難
経
路
や
、

建
物
の
二
階
以
上
の
場
所
へ
の
避
難
策
な
ど
を
考
え
て

お
く
。
ま
た
、
道
路
・
鉄
道
の
高
架
下
の
ア
ン
ダ
ー
パ

ス
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
を
含
む
下
水
道
集
水

区
の
排
水
能
力
を
高
め
て
、
浸
水
の
防
止
・
低
減
を
図

る
と
と
も
に
、
浸
水
時
に
誤
っ
て
車
輌
が
進
入
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
な
方
策
も
講
じ
て
お
く
。「
備
え
あ
れ

ば
憂
い
な
し
」
こ
れ
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。

候
変
動
の
影
響
を
受
け
て
極
端
事
象
が
増
え
、

雨
の
降
り
方
の
時
空
間
的
な
集
中
度
が
高
ま
っ

て
い
る
。
激
し
い
雨
が
狭
い
エ
リ
ア
で
数
時
間
続
く
よ

う
な
ケ
ー
ス
が
多
発
傾
向
に
あ
り
、
台
風
や
前
線
単
独

に
よ
る
豪
雨
だ
け
で
な
く
、
両
者
が
刺
激
し
あ
っ
て
大

量
の
雨
を
降
ら
せ
た
り
、
夏
場
を
中
心
に
、
局
地
的
に

時
間
雨
量
五
〇
㍉
を
超
す
よ
う
な
、「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
と

呼
ば
れ
る
激
し
い
雨
が
発
生
し
た
り
す
る
。
そ
の
結
果
、

都
市
部
で
は
、
規
模
の
大
き
い
内
水
氾
濫
（
降
っ
た
雨

を
下
水
道
や
ポ
ン
プ
で
吐
け
ず
に
起
こ
る
氾
濫
）
が
頻

発
し
て
い
る
。
都
市
で
の
水
害
に
着
目
す
れ
ば
、
人
的

被
害
と
資
産
的
被
害
が
増
大
す
る
だ
け
で
な
く
、
都
市

機
能
を
麻
痺
さ
せ
る
よ
う
な
間
接
被
害
も
拡
大
し
、
市

民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

　
水
害
、
と
く
に
都
市
域
で
の
水
害
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
対
策
と
し
て
は
、
構
造
物
に
よ
る

ハ
ー
ド
的
対
策
と
構
造
物
に
よ
ら
な
い
ソ
フ
ト
的
な
対

策
と
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
わ
せ
て
い
く
の
が
基
本

で
あ
る
。
ハ
ー
ド
的
対
策
と
し
て
は
、
雨
水
排
除
の
た

め
の
河
道
整
備
、
下
水
道
整
備
が
最
も
重
要
で
あ
る
が
、

下
水
道
網
や
ポ
ン
プ
の
排
水
能
力
の
向
上
だ
け
で
な
く
、

一
旦
、
雨
水
を
貯
留
す
る
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
規
模
の
雨

水
貯
留
施
設
や
雨
水
浸
透
施
設
を
併
用
す
る
こ
と
が
必

要
か
つ
重
要
で
あ
る
。
と
く
に
流
域
一
帯
が
低
平
地
の

都
市
域
で
は
、
河
川
、
下
水
道
を
分
離
せ
ず
に
、
流
域

全
体
を
対
象
と
し
て
、
河
道
で
の
洪
水
処
理
、
雨
水
排

除
、
雨
水
貯
留
を
総
合
的
に
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
ソ
フ
ト
的
対
策
と
し
て
は
、
都
市
で
の
氾
濫
を
想

気
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水災害対策のあり方
─都市水害を中心に─


